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(57)【要約】
【課題】オンオフ切り替えの誤動作がおきにくい携帯型
内視鏡を提供する。
【解決手段】携帯型内視鏡は、バッテリと、バッテリに
よる電力供給で発光する照明部と、照明部のオンオフ状
態を切り替えるオンオフスイッチとを有する光源装置と
、光源装置が脱着可能で、且つ照明部からの光を導光し
て、観察部位に照射し、観察部位に照射した光の反射光
を接眼レンズを介して観察可能な状態で導光する携帯内
視鏡本体とを備え、オンオフスイッチは、押下によりオ
ンオフ状態が切り替えられる操作部と、操作部の押下す
る側を囲むカバー部と、カバー部を囲みカバー部の一部
を圧着するフランジと、光源装置の筐体部分と固定され
圧着のためにフランジが螺着される本体固定部とを有し
、カバー部の蓋部と、フランジの操作部を押下する方向
と逆方向に突出する部分とは、平坦な位置関係を有し、
操作部の押下は、蓋部を介して行われ、圧着によりオン
オフスイッチの防水が行われる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バッテリと、前記バッテリによる電力供給で発光する照明部と、前記照明部のオンオフ
状態を切り替えるオンオフスイッチとを有する光源装置と、
　前記光源装置が脱着可能で、且つ前記照明部からの光を導光して、観察部位に照射し、
前記観察部位に照射した光の反射光を接眼レンズを介して観察可能な状態で導光する携帯
内視鏡本体とを備え、
　前記オンオフスイッチは、押下によりオンオフ状態が切り替えられる操作部と、前記操
作部の押下する側を囲むカバー部と、前記カバー部を囲み前記カバー部の一部を圧着する
フランジと、前記光源装置の筐体部分と固定され前記圧着のために前記フランジが螺着さ
れる本体固定部とを有し、
　前記カバー部の蓋部と、前記フランジの前記操作部を押下する方向と逆方向に突出する
部分とは、平坦な位置関係を有し、
　前記操作部の押下は、前記蓋部を介して行われ、
　前記圧着により前記オンオフスイッチの防水が行われることを特徴とする携帯型内視鏡
。
【請求項２】
　前記カバー部は、鍔付き帽子形状のゴム状部材で、前記蓋部と、一方の端部が前記蓋部
と接続する中空円筒形状の筒部、及び前記筒部の他方の端部から外側に突出した鍔部から
構成され、
　前記フランジは、前記鍔部を圧着することを特徴とする請求項１に記載の光源装置。
【請求項３】
　前記照明部と、前記バッテリと、前記オンオフスイッチは、前記操作部の押下方向で且
つ前記携帯内視鏡本体と接触する側から順に並べて配置されることを特徴とする請求項１
に記載の携帯型内視鏡。
【請求項４】
　バッテリと、
　前記バッテリによる電力供給で発光する照明部と、
　前記照明部のオンオフ状態を切り替えるオンオフスイッチとを備え、
　前記照明部からの光を導光して、観察部位に照射し、前記観察部位に照射した光の反射
光を接眼レンズを介して観察可能な状態で導光する携帯内視鏡本体から脱着可能で、
　前記オンオフスイッチは、押下によりオンオフ状態が切り替えられる操作部と、前記操
作部の押下する側を囲むカバー部と、前記カバー部を囲み前記カバー部の一部を圧着する
フランジと、前記光源装置の筐体部分と固定され前記圧着のために前記フランジが螺着さ
れる本体固定部とを有し、
　前記カバー部の蓋部と、前記フランジの前記操作部を押下する方向と逆方向に突出する
部分とは、平坦な位置関係を有し、
　前記操作部の押下は、前記蓋部を介して行われ、
　前記圧着により前記オンオフスイッチの防水が行われることを特徴とする携帯型内視鏡
の光源装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯型内視鏡の光源装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、バッテリからの電力供給で発光するバッテリ型光源装置と、バッテリ型光源装置
からの光を観察部位に照射し、観察部位からの反射光を観察可能な携帯内視鏡本体とを備
える携帯型内視鏡が提案されている。
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【０００３】
　特許文献１は、円筒形状を有し携帯内視鏡本体と着脱可能なバッテリ型光源装置を備え
る携帯型内視鏡を開示する。
【特許文献１】特開２００３－３３４１６７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、特許文献１の装置は、バッテリ型光源装置の電池ケース部がランプなどの照明
装置を有する部材に対して垂直に配置され、バッテリ型光源装置の形状がＬ字（又はＴ字
）形状を有し、電池ケース部分を回転させることによりバッテリ型光源装置のオンオフ状
態の切り替えを行っている。そのため、バッテリ型光源装置の防水機構が複雑になり、ま
た、電池ケース部分に不用意に触れて回転することでオンオフ切り替えの誤動作が生じる
おそれがある。
【０００５】
　したがって本発明の目的は、オンオフ切り替えの誤動作がおきにくい携帯型内視鏡のバ
ッテリ型光源装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る携帯型内視鏡は、バッテリと、バッテリによる電力供給で発光する照明部
と、照明部のオンオフ状態を切り替えるオンオフスイッチとを有する光源装置と、光源装
置が脱着可能で、且つ照明部からの光を導光して、観察部位に照射し、観察部位に照射し
た光の反射光を接眼レンズを介して観察可能な状態で導光する携帯内視鏡本体とを備え、
オンオフスイッチは、押下によりオンオフ状態が切り替えられる操作部と、操作部の押下
する側を囲むカバー部と、カバー部を囲みカバー部の一部を圧着するフランジと、光源装
置の筐体部分と固定され圧着のためにフランジが螺着される本体固定部とを有し、カバー
部の蓋部と、フランジの操作部を押下する方向と逆方向に突出する部分とは、平坦な位置
関係を有し、操作部の押下は、蓋部を介して行われ、圧着によりオンオフスイッチの防水
が行われる。
【０００７】
　好ましくは、カバー部は、鍔付き帽子形状のゴム状部材で、蓋部と、一方の端部が蓋部
と接続する中空円筒形状の筒部、及び筒部の他方の端部から外側に突出した鍔部から構成
され、フランジは、鍔部を圧着する。
【０００８】
　また、好ましくは、照明部と、バッテリと、オンオフスイッチは、操作部の押下方向で
且つ携帯内視鏡本体と接触する側から順に並べて配置される。
【０００９】
　本発明に係る携帯型内視鏡の光源装置は、バッテリと、バッテリによる電力供給で発光
する照明部と、照明部のオンオフ状態を切り替えるオンオフスイッチとを備え、照明部か
らの光を導光して、観察部位に照射し、観察部位に照射した光の反射光を接眼レンズを介
して観察可能な状態で導光する携帯内視鏡本体から脱着可能で、オンオフスイッチは、押
下によりオンオフ状態が切り替えられる操作部と、操作部の押下する側を囲むカバー部と
、カバー部を囲みカバー部の一部を圧着するフランジと、光源装置の筐体部分と固定され
圧着のためにフランジが螺着される本体固定部とを有し、カバー部の蓋部と、フランジの
操作部を押下する方向と逆方向に突出する部分とは、平坦な位置関係を有し、操作部の押
下は、蓋部を介して行われ、圧着によりオンオフスイッチの防水が行われる。
【発明の効果】
【００１０】
　以上のように本発明によれば、オンオフ切り替えの誤動作がおきにくい携帯型内視鏡の
バッテリ型光源装置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００１１】
　以下、本実施形態について、図を用いて説明する。本実施形態に係る携帯型内視鏡１は
、光源装置１０と、携帯内視鏡本体として把持部２０と、挿入部３０と、湾曲部４０と、
接眼部５０とを備える（図１参照）。
【００１２】
　光源装置１０は、バッテリを使った電力供給により照明部で発光した光を、把持部２０
、挿入部３０、及び湾曲部４０のライトガイドを介して、湾曲部４０の先端に対向する部
分（観察部位）に供給する。
【００１３】
　把持部２０は、施術者が手で保持しながら各種操作を行う部分である。挿入部３０は、
患者の体内に挿入される可撓管である。湾曲部４０は、先端が観察部位に対向できるよう
に把持部２０の操作により湾曲可能な形状を有する。挿入部３０、及び湾曲部４０は、光
源装置１０から供給された光を観察部位に導光するライトガイド、及び観察部位の反射光
を導光するイメージガイドとを有する（不図示）。
【００１４】
　接眼部５０は、接眼レンズを有し、湾曲部４０から観察部位に照射された光の反射光が
導光されて得られた被写体像が接眼レンズを介して観察可能である。
【００１５】
　光源装置１０は、把持部２０と脱着可能である。光源装置１０は、バッテリ１１、オン
オフスイッチ１２、バッテリ１１の電力供給により発光するＬＥＤなどの照明部１３、照
明部１３で発光した光を集光する集光レンズ１４、照明部１３及び警告表示部１６を駆動
する回路基板１５、及びバッテリ残量が少なくなった場合にバッテリ切れの警告表示を行
う警告表示部（ＬＥＤ）１６とを有する。
【００１６】
　光源装置１０は、２つの円錐台形状がつながった形状で構成され、集光レンズ１４、照
明部１３、バッテリ１１と回路基板１５、オンオフスイッチ１２を、照明部１３の光軸方
向で且つ把持部２０と接触する側から順に並べて配置する。バッテリ１１と回路基板１５
とは、照明部１３の光軸（及び照明部１３と集光レンズ１４が並べられる方向）に垂直な
方向に並べて配置される。警告表示部１６のＬＥＤは、回路基板１５上であって、バッテ
リ１１と反対側に配置される。
【００１７】
　オンオフスイッチ１２は、押下によりオンオフ状態が切り替えられる操作部１２ａ、操
作部の押下する側を囲むカバー部１２ｂ、カバー部１２ｂの側面を囲みカバー部１２ｂの
一部を圧着するフランジ１２ｃ、光源装置１０の筐体部分と固定され圧着のためにフラン
ジ１２ｃが螺着される本体固定部１２ｄを有する。
【００１８】
　操作部１２ａを押下するたびにオン状態とオフ状態が切り替えられる。
【００１９】
　カバー部１２ｂは、鍔付き帽子形状のゴム状部材で、操作部１２ａを押下する方向に略
垂直な面を有する蓋部１２ｂ１、一方の端部が蓋部１２ｂ１と接続する中空円筒形状の筒
部１２ｂ２、及び筒部１２ｂ２の他方の端部から操作部１２ａを押下する方向に略垂直な
方向で且つ外側に突出した鍔部１２ｂ３から構成される。オンオフスイッチ１２のオンオ
フ制御は、使用者が、蓋部１２ｂ１を介して操作部１２ａを押下することにより行われる
。
【００２０】
　カバー部１２ｂの蓋部１２ｂ１は弾性的に凹み、凹んだ部分が操作部１２ａの蓋部１２
ｂ１と対向する部分と接触し、操作部１２ａの蓋部１２ｂ１と対向する部分が、照明部１
３がある側に移動せしめられることにより、操作部１２ａの押下は行われる。押下時、蓋
部１２ｂ１の凹みに伴って弾性変形する筒部１２ｂ２と、弾性変形しないフランジ１２ｃ
の第１部分１２ｃ１との間には隙間が生じるが、後述するように、フランジ１２ｃの第１
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部分１２ｃ１と鍔部１２ｂ３、及び鍔部１２ｂ３と本体固定部１２ｄの間が圧着されてい
るため、隙間に入った水が光源装置１０の内部に進入することはない。
【００２１】
　フランジ１２ｃは、内側が階段形状を有する略中空筒状の部材で、カバー部１２ｂの筒
部１２ｂ２と鍔部１２ｂ３の外側を囲んで接触する第１部分１２ｃ１と、内側がねじ切り
されて本体固定部１２ｄの一部の外側に螺着する第２部分１２ｃ２から構成される。
【００２２】
　本体固定部１２ｄは、内側及び外型が階段形状を有する略中空円筒状で、且つ光源装置
１０のバッテリ１１を囲む筐体部分と固定される部分で、操作部１２ａとバッテリ１１、
及び回路基板１５との間の部分を囲む。
【００２３】
　フランジ１２ｃの第１部分１２ｃ１の操作部１２ａを押下する方向と逆方向（照明部１
３の光軸方向で且つ光源装置１０のオンオフスイッチ１２が有る側の方向）に突出する部
分は、カバー部１２ｂの蓋部１２ｂ１と平坦な（蓋部１２ｂ１に比べて突出せず且つ窪ま
ない）位置関係を有する。この位置関係により、蓋部１２ｂ１に不用意に触れて、スイッ
チ１２ａのオンオフ状態が切り替わる誤動作を防ぐことが可能になる。
【００２４】
　また、蓋部１２ｂ１の筒部１２ｂ２に近い部分に触れた場合に、使用者の指などがフラ
ンジ１２ｃの第１部分１２ｃ１に当たって、蓋部１２ｂ１を介して操作部１２ａを押下す
ることを妨げる。そのため、蓋部１２ｂ１を斜め方向（蓋部１２ｂ１の操作部１２ａを押
下する方向と逆方向側で且つ蓋部１２ｂ１の円周外側）から筒部１２ｂ２に近い部分に接
触してオンオフ状態が不用意に切り替わる誤動作を防ぐことが可能になる。
【００２５】
　フランジ１２ｃの第２部分１２ｃ２が、本体固定部１２ｄにネジ止めされる際、フラン
ジ１２ｃは、操作部１２ａを押下する方向に移動せしめられる。この時、フランジ１２ｃ
の第１部分１２ｃ１と接触する鍔部１２ｂ３を介してカバー部１２ｂは、操作部１２ａを
押下する方向に移動せしめられ、鍔部１２ｂ３がフランジ１２ｃ及び本体固定部１２ｄと
圧着される。特に、鍔部１２ｂ３とフランジ１２ｃの第１部分１２ｃ１の間、及び鍔部１
２ｂ３と本体固定部１２ｄとの間は隙間の無い状態で固定されるため、カバー部１２ｂと
フランジ１２ｃとの間、及びカバー部１２ｂと本体固定部１２ｄとの間から光源装置１０
の内部に水が進入するのを防ぐことが可能になる。
【００２６】
　カバー部１２ｂとフランジ１２ｃと本体固定部１２ｄとを使ったオンオフスイッチ１２
の防水機構は、Ｏリングなどの防水に必要な部品を必要としないため、機構を簡素化する
ことが出来、光源装置１０の洗浄も行いやすいメリットを有する。
【００２７】
　バッテリ１１のオンオフスイッチ１２側の端子（陽極）は、操作部１２ａと電気的に接
続される。操作部１２ａは、回路基板１５と電気的に接続される。回路基板１５は、照明
部１３及びバッテリ１１の照明部１３側の端子（陰極）と電気的に接続される。
【００２８】
　これにより、バッテリ１１のオンオフスイッチ１２側の端子（陽極）から、照明部１３
への配線引き回しを回路基板１５上で行うことが可能になり、回路基板を他の場所（例え
ばオンオフスイッチ１２近傍）に配置する形態に比べて効率の良い配線が可能になる。特
に、照明部１３の光軸方向に部材の配置が効率良く行われるため、光源装置１０の光軸方
向の長さを短くし、光源装置１０の外形をＬ字形状などの複雑な形状に比べて簡素化（略
円筒形状）することが可能になる。光源装置１０は、携帯内視鏡本体の長手方向に対して
垂直に延びる形態であるため、光軸方向の長さが短い方が、携帯型内視鏡を保持する際の
邪魔になりにくい上、オンオフスイッチ１２を押下しやすいメリットを有する。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
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【図１】本実施形態における携帯型内視鏡を示す斜視図である。
【図２】光源装置の内部構造を示す構成図である。
【符号の説明】
【００３０】
　１　携帯型内視鏡
　１０　光源装置
　１１　バッテリ
　１２　オンオフスイッチ
　１２ａ　操作部
　１２ｂ　カバー部
　１２ｂ１　蓋部
　１２ｂ２　筒部
　１２ｂ３　鍔部
　１２ｃ　フランジ
　１２ｃ１、１２ｃ２　第１、第２部分
　１２ｄ　本体固定部
　１３　照明部
　１４　集光レンズ
　１５　回路基板
　１６　警告表示部
　２０　把持部
　３０　挿入部
　４０　湾曲部
　５０　接眼部

【図１】 【図２】
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